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１． プログラムの入力 

（１） Arduino IDE の起動 

デスクトップの［Arduino］をダブルクリックします． 

 

 
 

（２） セキュリティの警告が出る場合は，［実行］をクリックします． 

 

（３） しばらくすると，以下のウインドウが表示されます．あらかじめ，setup 関数と loop

関数は，ひな形が入力されています．Arduino ではプログラムの事をスケッチと言います．

テキストブックのp027を参考にしてください．以下の説明ではプログラムと表記しますが，

テキストブックを読む時はスケッチと読み替えてください． 
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（４） 入力するプログラムの例 

void setup() 
{ 

pinMode(13, OUTPUT); 
} 
 
void loop() 
{ 

digitalWrite(13, HIGH); 
delay(1000); 
digitalWrite(13, LOW); 
delay(1000); 

} 
 
プログラムを入力します．なお，Tab キーは 2 文字の字下げになります． 
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（５） プログラム保存先のフォルダの作成 

プログラムを保存するためのフォルダを作成しておきます．ここでは，ユーザーのフォ

ルダの中に，フォルダ［arduino］を作成することにします． 

 

 

（６） プログラムの保存 

入力が完了したら，［ファイル］［名前を付けて保存］の順にクリックします． 
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（７） ファイル名の入力 

ここではファイル名を［Example_00］と入力し，［保存］をクリックします． 

 

（８） 保存の完了 

保存が完了すると，「保存しました。」が表示されます． 
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２． プログラムの検証・コンパイル 

（１） コンパイル 

［スケッチ］［検証・コンパイル］の順にクリックします． 

 
 

（２） コンパイルの終了 

プログラムに文法上の誤りが無ければ，「コンパイルが完了しました。」が表示されます． 
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（３） コンパイルエラーがある場合 

コンパイルエラーがある場合は，エラーが検出された行が黄色で表示されます．コンソ

ールに表示されたエラーメッセージを参考にしながら，誤りを修正します． 

 
（４） プログラムの上書き保存 

［ファイル］［保存］の順にクリックします． 
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３． Arduino ボードの準備 

（１） LED の接続 

テキストブックの p025 を参考に，Arduino ボードに LED を接続します．LED は極性が

ありますので，接続する際に向きに注意してください．向きを間違えると，発光しません． 

（２） パソコンと Arduino ボードの接続 

コンパイルが終了したら，パソコンと Arduino ボードを USB ケーブルで接続します．

USB ケーブルが接続されると，過去に Arduino ボードに書き込まれたプログラムが動作を

開始しますが，無視してください． 

 

４． Arduino ボードへの書き込み 

（１） Arduino ボードへの書き込み 

［スケッチ］［マイコンボードに書き込む］の順にクリックし，完成したプログラムを

Arduino ボードへ書き込みます．この操作によって，過去に書き込まれた Arduino ボード

上のプログラムは消滅し，新しく書き込んだプログラムに置き換わります． 

 

 

（２） プログラムの実行 

Arduino ボードへの書き込みが完了すると，「ボードへの書き込みが完了しました。」が

表示され，プログラムの実行が始まります．なお，Arduino ボードの電源はパソコンから

供給しています．実行中は，USB ケーブルを外さないでください． 
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５． プログラムの説明 

Arduino のプログラムは，setup 関数と loop 関数から構成されます．コンピュータプロ

グラミングAで学習したJavaのメソッド（振る舞い）と読み替えると理解し易くなります． 

setup 関数は，プログラム実行時に一回だけ実行されます．変数の初期化などを行う目的

に利用されます． 

loop 関数は，ブロックの中が無限に繰り返されます． 

 

void setup() 
{ 

// put your setup code here, to run once: 
pinMode(13, OUTPUT);     一回だけ実行 

}  
 
void loop() 
{ 
  // put your main code here, to run repeatedly: 

digitalWrite(13, HIGH); 
delay(1000);       無限に実行 

digitalWrite(13, LOW); 
delay(1000); 

}  
 

pinMode，digitalWrite，delay 関数については，テキストブックの p029 から p031

に記載されている解説，および p087 から p197 に記載されている Arduino 公式リファレン

スを参考にしてください． 

 


